
●目的別に検索方法を選ぼう

・ 広い範囲から資料を探したい時は通常検索を使う

・ 探す資料の詳細がわかっている時は詳細検索で

複数項目を入力すると効率的に検索ができる

●OPAC入力時のコツ

・ひらがな・カタカナで入力する ほしのおうじ

・著者名は姓と名をスペースで区切る 夏目（スペース）漱石

・タイトルや著者の「原つづり」でも入力する Pablo Picasso

●キーワードの選択のコツ

 ・同義語や関連した語を使う

・略称は正式名称に、正式名称は略称に

・より狭い概念や、広い概念のことばを探す

OPAC 検索のコツ



巻号情報

書誌情報

詳細情報

図書のタイトルの部分をクリックすると詳細が表示される

図書の検索 / OPAC / 詳細画面の構成 



●所在：資料のある場所

「図書館」で始まる資料 は 図書館内にある資料

●状況：貸出中か否か

「空欄」の時は貸出中ではない

●資料ID：資料固有の番号 バーコード番号

●貸出区分：貸出できる資料かどうか

「空欄」の資料は貸出できる資料

●請求記号：書架での並び順

図書の検索 / OPAC / 巻号情報



図書館1階の所在の例

図書館1F平和研コーナー

図書館1F知のトライアスロン

図書館2階の所在の例

図書館2F文庫

図書館2F新書

図書館2F窓側

図書館3階の所在の例

図書館3F参考書

図書館3F市大コーナー

図書館3F科研費報告書

「所在」は図書館3Fだけではありません

図書の検索 / OPAC / 所在



・図書館資料の配架順を示す記号

・図書の背のラベルに記載されている

・読み方は桁をつけない

686.9/シエ

「ろくはちろく てん きゅう しえ」

図書の検索 / OPAC / 請求記号



分類記号

図書の内容・テーマを数字で表したもの

日本十進分類法に従って分類している

巻数・巻次

全集ものの「巻数」や「巻次」を使用

空欄の時もある

著者記号「著者・編者の姓の頭2文字」を使用

請求記号
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